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4月号

　昨夏の台風で図書室が水浸しになった鹿児島県の離
島・喜界島にある喜界町立喜界中学校に、協賛会社のジ

ブラルタ生命からベルマークが寄贈され、蔵書回復の一
助となりました。
　50年に一度とされる豪雨で、喜界中は図書室の本の
半数近くが読めない状態になりました。このとき長元武
彦校長が支援要請した先の一つがジブラルタ生命。学校
社会とも縁が深く、東日本大震災以降は被災地校支援の
ためにベルマークを全社あげて集めている会社です。同
社は、この年集めた113万点のマークのうち13万点を
喜界中に寄贈。その点数を使って注文した93冊の本が
昨年12月、学校に届きました。
　長元校長は「本当に助かりました。子どもたちも、う
れしそうに本を読んでいます。自分たちで欲しい本を選
べるなんて、ベルマークの支援はすばらしい」と話して
いました。

　ベルマーク運動説明会は5月8日（月）に東京・新宿、広
島、福岡の3会場でスタートします。6月22日（金）の宮崎・
延岡まで95会場で開催します。どの会場も午前９時半
開場、10時開会、正午終了の予定です。入場は無料です。
　PTAの役員改選に伴い、新たにベルマーク運動に携わ
る方たちを主に想定していますが、個人でも参加できま
す。ベルマーク運動の仕組みやマークを集めて財団に送
り、希望商品を購入するまでの流れと注意事項を映像も
交えて説明します。2017年度は4924団体1万3465人が
参加しました。会場によっては協賛会社によるあいさつ
や試供品の提供があります。

1

　貧困や戦火に苦しむ世界の子どもたち
の窮状を学んだことをきっかけに、香川
県三豊市立桑山小学校（秋山和範校長、
132人）の6年生33人が、半年ほどで約
7200円分のベルマークを集めました。
「自分たちができることをしよう」と校内
だけでなく、地域の家々にもチラシを
配って歩きました。ベルマーク財団を通
じて、発展途上国の子どもや学校を支援
する2事業と東日本大震災の被災地支援
に充てられました。
　昨年4月、総合学習の時間に担任の石

田由香里先生が、あるビデオを見せまし
た。過酷な状況で生きる子らを取り上げ
た「世界がもし100人の村だったら」とい
うテレビ番組です。
　ワクチンがないままポリオにかか
り、歩けなくなって地べたをはい回るニ
ジェールの男の子。ダイヤモンドの利権
をめぐる内戦で両親を目の前で殺され、
鉱山で働くシエラレオネの男児･･････。
見終わった後、教室は静まりかえりまし
た。
　10年ほど前の番組でした。「いまも同

じようなことが起きているのか調べてみ
よう」。インターネットや本などで調べ
ていくと、現在もなお世界のあちこちで
たくさんの子どもたちが苦しんでいるこ
とがわかりました。「何かしたい」。自分
たちでできることを探し、悩んだ末に見
つけた方法がベルマークでした。
　秋ごろから活動を始めました。ポス
ターを学校の玄関に張り、全校集会で協
力を呼びかけました。思うように集まら
ず、11月には地域の人々に協力を求め
るチラシを作りました。休日に手分けし

て700世帯ほどを回りました。
　大きな反響がありました。学校にベル
マークを持ってきてくれる人が相次ぎ、
職場で集めてくれた保護者もいました。
「すばらしいことに取り組んでいますね」
などと書かれた励ましの手紙も届きまし
た。
　12月末に集計するとマークは5616点
に上りました。財団の海外援助から、マ
ダガスカルの学校に給食を提供する取り
組みと、カンボジアの障害のある子らを
支援する計画を選びました。2月末まで
にさらに約1600点が集まり、東日本大
震災の被災地向けに寄付しました。
　ベルマーク係（7人）の菊池杏奈さんと
木下翔輔君は、「こんなに集まるとは。
仕分けと集計に苦労しました」と振り返
ります。最初は係だけで仕分けをしてい
ましたが、やがてみんなが協力してくれ
るようになったそうです。同じくベル
マーク係の森あずささんは「苦しむ子ら
の役に立ててうれしい。ほかにも自分が
できることを探したい」。石田先生は「『何
とかしたい』という一人ひとりの思いが、
学び、行動し、最後までやり抜く力になっ
たと思います」と、みんなの頑張りをた
たえます。
　ベルマーク収集は地域の人々の優しさ
も実感させてくれました。3月、子ども
たちは報告とお礼の手紙を書いて再び
家々を訪ね、心を込めて手渡しました。

届いた本を手にする喜界中学校の生徒たち（喜界中提供）

台風禍の離島に本が届いた！ ベルマーク説明会、
5月8日スタートジブラルタ生命が鹿児島・喜界中にマーク13万点

新宿・広島・福岡、6月まで95会場

香川・桑山小6年生
世界の子どもの窮状知り、マーク集め

海外の子どもたちのためにベルマークを集めた桑山小の6年生のみなさん

桑山小のみなさん、
どうもありがとう!!
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　ベルマーク教育助成財団は3月8日、
協賛・協力会社懇談会を都内で開き、協
賛会社30社53人、協力会社10社19人が
参加しました。事業成果を報告し、新年
度予算と事業計画を説明し、各社の担当
者間の交流を図るため、毎年この時期に
開催しています。今年は市場調査費1億
円を達成したアウロスリコーダーのトヤ
マ楽器製造に感謝状と記念品を、長年に
わたり膨大な運動参加団体分のベルマー
ク預金口座を管理していただいた三井住
友信託銀行に感謝状を贈りました。
　会の冒頭、銭谷眞美理事長は、運動参
加校の教育設備の充実とへき地校や被災

校の支援というベルマーク運動の目的に
触れ、「これからも二つの事業をしっか
り続けていきたい。それには協賛会社、
協力会社のご支援、ご協力が欠かせない」
とこれまでの尽力に感謝を述べ、引き続
いての理解と協力を求めました。
財団職員が事業成果報告や事業計画、
18年度予算の概要を説明に続き、「ベル
マーク大使」の1人、ジブラルタ生命保
険の松本哲執行役員が講演しました。演
題は「すべては未来を担う子どもたちの
ために」でした。
　双子のお嬢さんの親としてPTAに参加
したのが、ベルマーク運動にかかわる

きっかけでした。ベルマークをあしらっ
たTシャツを作って運動説明会で発表
し、財団事務所で仕分け前の大量のマー
クを見ると、社内で有志を募って、仕分
け・計算のボランティアを始めました。
　昨夏の台風で被害を受けた鹿児島県の
離島にある町立喜界中学校から窮状を訴
える手紙が届くと、ベルマーク13万点
を寄贈しました＝一面参照。「本を送る
ことは簡単だけれど、それでは意味がな
い」と、あえてマークを寄贈しました。
　「本当に助かりました。自分たちで本
が選べるなんて、こんなに素晴らしい運
動はない」と校長に感謝されたそうです。

　「大使」仲間や市を挙げてマークを集め
ている愛知県豊橋市とも連携、協力して
イベントに参加したり、他の協賛会社に
もグッズの提供を呼びかけたりして、機
会あるごとにベルマーク運動の意義を訴
えています。
　講演の熱気がさめやらぬ中、会場を移
して立食形式の懇親会に入りました。乾
杯の発声は西村陽一専務理事でした。平
昌冬季五輪の取材記者たちから聞いた涙
あり、笑いありの裏話を披露すると、会
場は一気に懇親会ムードになり、業種を
超えたベルマーク運動や社会・地域貢献
談義が交わされました。

　ベルマーク財団は2018年度も、東日本大震災の被災
校やへき地校をはじめ厳しい環境にある学校を支援しま
す。支援の予算総額は約5千万円になります。
　へき地校支援は1960年に始まったベルマーク運動の
原点です。2018年度も全国100校を対象に1校30万円
まで希望の備品・教材を選んでもらいます。協賛会社な
どからの寄付も合わせて一輪車講習会や理科実験教室と
いったソフト事業にも力を入れます。特別支援学校(養

護学校、盲学校、ろう学校)と病院内学級、海外日本人
学校への支援も続けます。
　大震災被災校への支援は震災から7年が経過し、モノ
の支援は落ち着いたとみて、予算額は820万円に減額し
ました。一方で、突発的な災害に備えて270万円の緊急
災害援助を用意しました。
　仮設住宅に住む児童・生徒の学習補助や、長期休暇中
のキャンプなど学校では対応が難しいボランティア活動

を内容とする「寺子屋」事業や、被災地と公害病の惨禍か
ら立ち直った熊本県水俣市の子どもたちが集い、共に復
興を考える「福島・水俣教育交流」は「中学生九州サミッ
ト」と名を変えて、継続支援します。
　アフガニスタン、ラオス、タイ、ミャンマーといった
途上国に対する海外支援も9事業を支援します。

　2017年度のベル便りコンテストで佳作に入賞した東
京都練馬区立石神井台小学校が、賞金で買った本を図書
室に寄贈しました。「また一つ子どもたちの役に立てま
した」と関係者はうれしそうです。
　ベルマーク便りを作った「父母と教職員の会」児童活動
部の16年度部長の田中晶世さん、副部長の原未佳さん
によると、他校の活動も参考にし、17年度役員とも相
談して賞金の使い道を考え、低学年・中学年・高学年用に

合計7冊の本を選びました。「ベルマークだよりコンクー
ル佳作記念」のラベルを本に付けて、図書室には専用ブー
スも設けられました。「いつもベルマークを集めてくれ
てありがとう」の文字が躍っています。
　「本を選ぶのがとっても楽しかった」と話す田中さんと
原さんは、ともに下のお子さんが4月に小学生になりま
す。「これからも楽しんでベルマーク運動に参加させて
頂きます」と張り切っています。
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図書室の特設スペースには「ベルマークだよりコンクール佳作記念 、い
つもベルマークを集めてくれてありがとう!!」のポスターと本

事業報告を聞く協賛会社、協力会社の皆さん

（写真上）「多くの方に支えられてベルマーク運動は
二つの役割を果たして参りました」と感謝の言葉を
述べる銭谷眞美理事長

（写真下）講演するジブラルタ生命の松本哲さん

協賛・協力会社懇談会に50社72人

ベル便りコンの賞金で本を寄贈

へき地、被災地中心に5千万円の支援を予算化

松本大使が講演、2社に感謝状

東京都練馬区石神井台小

海外は途上国の9事業、財団
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　協賛会社のエプソン販売が、ビジネスインクジェッ
ト複合機『PX-M884F』とビジネスインクジェットプリン
ター『PX-S884』を発売しました。新商品に搭載される
インクパックが、新たにベルマーク対象に追加されます。
回収1個につき、5点がつきます。
　新商品はともにインクカートリッジよりも大容量化が
可能なインクパックシステムを搭載しています。インク
パックをプリンター下部に内蔵して、省スペースと大容
量インクを両立させました。インク容量は、モノクロ最
大1万枚、カラー最大5千枚で、面倒なインク交換の回
数が減ります。
　ファーストプリントは、エプソンのビジネスインク
ジェットプリンターの中で最速です。さらに用紙対応の
幅も広がりました。シ
ンプルな印刷プロセス
と構造によって低消費
電力での印刷が可能で
す。

　協賛会社の日本テトラパックが「アルミ付き紙パック
回収チャレンジ」キャンペーンを始めました。7月16日
までにエントリー登録し、9月20日（当日発送分）までに
送ったテトラパックのアルミ付き紙パックの重量に応じ
て、豪華賞品が贈られます。
　エントリーは2種類。「初めてチャレンジ賞」は、期間
中に集めた重量、「継続は力で賞」は テトラパックのベ
ルマーク運動参加開始時からキャンペーン終了時までの
期間に集めた重量に応じて、それぞれ合計14 団体を表
彰し、副賞を贈ります。

　協賛会社のNGP自動車リサイクル事業協同組合は、組
合加盟の工場を見学する小学校を募集しています。乗れ
なくなった自動車から使える部品を取り出すなどして
資源化していく過程が学べます。北海道・三重・兵庫・和
歌山・島根・福岡・大分・鹿児島各道県の計11工場で実施
予定。詳細は財団HPの「協力・協賛会社」→「協賛会社」→

「協賛会社トピックス」の項に掲載しています。希望する
学校は見学の2カ月前までに、NGP協組本部事務局（電
話03・5475・1208、ファクス03・5475･1209､ Eメール
ngphonbu@ngp.or.jp）にご連絡を。

　第一生命保険（本社・東京都千代田区）の団体年金サー
ビス部がマーク5264.6点とインクカートリッジ1600点
をベルマーク財団に寄贈しました。部内のワーキング・
グループが社内や一部関連会社に呼びかけ、6月中旬か
ら昨年末までに集めたマークを会社ごとに仕分け、集計
して、「へき地や被災地支援に役立ててください」と1月
29日に財団に持参しました。
　団体年金サービス部ドリーム年金室の皆さんは「本格
的に始めて2年目です。まだ少ないですが、インクカー
トリッジは昨年の4 ～ 5倍になりました。引き続き社内
で呼びかけていきます」と話しました。
　子どもの時にマークを集めた覚えのある社員や、マー
クを切り取ることが習慣になっているお母さんも多い
らしく、「行き場がな
いマークはまだあるは
ず」と言います。

　昨年7月の九州北部豪雨で被災した福岡県朝倉市杷木
地区の市立杷木中学校に、国際医療福祉大学（本部・栃木
県大田原市）がベルマークで買った備品を送りました。
　九州北部豪雨は昨年7月5日から6日にかけて、1時間
に100㍉を超す大雨に襲われました。朝倉市では川が氾
濫し、杷木地区を中心に死者・行方不明者35人という大
きな被害が出ました。
　2月13日に杷木中学校で贈呈式があり、福岡県大川市
にある国際医療福祉大の福岡保健医療学部の学生から、
品物の目録が生徒会長に贈られました。学生代表の小川
佳南さんは、実は杷木中の卒業生です。実家も被災しま
した。「自分も医療従事者になるよう頑張るので、杷木

地区も将来に向けて復興して欲しい」とあいさつしまし
た。
　品物はポータブルワイヤレスシステム一式とカメラで
す。避難所となっていた杷木中ではワイヤレスの機械を
使う機会が増えましたが、古いこともあって調子が悪く、
大学側から希望を聞かれて選びました。清水徹教頭は「学
年会や様々な集会などで、有効活用させていただきたい」
と喜んでいます。
　国際医療福祉大学は、東日本大震災をきっかけに
2014年10月からベルマーク運動に参加しました。翌年
には福島県の小学校に備品を寄贈したのをはじめ、被災
した学校をベルマークで支援する活動を続けています。

　協賛会社のショウワノート（ベルマーク番号53）の「第
44回ベルマークキャンペーン」の結果が発表され、全国
1位は1万4418点を集めた倉敷市立児島小学校が選ばれ
ました。小学校以外の部は、4672点を集めた.西宮市立
甲武中学校でした。
　ショウワノートが毎年開催しており、全国を8ブロッ
クに分け、1年間にショウワノートについているベル
マークを多く集めた各ブロック上位3位を表彰していま
す。入賞校には賞状と記念品（百科事典などの教材用書
籍かビデオ教材とショウワノート学習帳）を、3000点以
上を集めた学校には感謝状と同社の学習帳を贈っていま

す。
　第45回キャンペーンは、2018年1月1日から12月31
日までにベルマーク財団で検収されたショウワノート・
ベルマーク点数が対象となります。
　その他の結果は以下の通りです。

【北海道・東北】①国立大学法人宮城教育大学付属小7955
点 ②山田町立船越小6391点 ③由利本荘市立新山小
4262点 

【関東】①さいたま市立木崎小8895点 ②市原市立ちはら
台桜小8570点 ③横浜市立駒岡小8563点

【東京】①学校法人田園調布雙葉小8665点 ②日野市立日

野第四小8254点 ③新宿区立早稲田小6914点
【北陸・甲信越】①長野市立塩小6433点 ②黒部市立中央
小5701点 ③長野市立篠ノ井西小4787点

【東海】①名古屋市立西山小3833点 ②国立大学法人奈良
女子大学付属小3,700点 ③該当なし 

【近畿】①学校法人四條畷学園小6914点 ②、③該当なし
【中国・四国】①下関市立 勝山小4862点 ②尾道市立高須
小4655点 ③倉敷市立茶屋町小4494点

【九州・沖縄】①那覇市立小禄小7420点 ②久留米市立合
川小5275点 ③大分市立西の台小4174点

　東日本大震災の被災地を支援しているイトーヨーカ堂
（本社・東京都千代田区）に対し、ベルマーク教育助成財
団は3月3日、感謝状を贈りました。
　東京都江戸川区の大型商業施設「アリオ葛西」で開か
れた「第19回東北かけはしプロジェクト」の開始セレモ
ニーで、財団の中島泰常務理事が三枝富博社長に感謝状

を手渡しました。
　同社やセブン＆アイグループ傘下の店舗でベルマーク
を集め、財団を通じて東北の被災地の学校に寄贈する運
動を全国で展開しています。協賛会社のキリンビバレッ
ジの提案で2012年に運動を始め、累計点数は今春で約
950万点に上ります。
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第一生命・団体年金サービス部が
6864.6点寄贈

◎「アルミ付き紙パック」キャンペーン

◎自動車リサイクル工場見学募集

エプソンが複合機と
プリンターの新商品

福岡・杷木中に備品贈呈

全国１位に倉敷市立児島小学校

東北支援に感謝状

国際医療福祉大

ショウワノート

イトーヨーカ堂が累計950万点

贈呈式に出席した杷木中学校の生徒と先生、国際医療福祉大学福岡保健
医療学部の学生と職員たち
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絵　本
『ワタナベさん』
（北村直子・作、偕成社）
　ワタナベさんは、
鍋。なべ一つでい
ろんな料理を作る
名人。おでんはも
ちろん、もつなべ、
煮込みうどん、シ
チュー、ポトフな
どと多彩で、お客
さんの注文に応じて作ります。ある日
やってきた男の子に、「ナポリタン3人
前ください」といわれて、さあ困った。
でもいっしょうけんめい考えて、ナポリ
タンに挑戦、無事に男の子にわたします。
絵本の最後に、なべ一つで作るナポリタ
ンのレシピが載っています。子どもから
大人まで楽しめる絵本です。（低学年か
ら、1200円＋税）

『かたあしの母すずめ』
（椋鳩十・作、大島妙子・絵、理論社）
　椋鳩十（むくは
とじゅう）といえ
ば日本の動物児
童文学の第一人者
で、「片耳の大鹿」
「大造じいさんと
がん」などの作品
で知られていま
す。その椋さんの5作品が一気に絵本に
なり、これはその1冊で「わたし」が語る
形式の、エッセイ風なタッチの作品です。

わたしの家の屋根のひさしにすずめたち
が巣を作りますが、そのうちの一羽がか
たあしであることに気づきます。このす
ずめは、他のすずめたちと違って白い羽
毛ばかりで巣を作り、しかも巣作りが一
番早いのです。その巣の中に小さな卵を
見つけてまもなく、卵がへびに食べられ
てしまいます。今度は隣の空き家の煙突
に巣を作ったかたあしすずめ、ところが
ここに人が住み始め、火が燃やされてし
まいます。まだまだ先があるのですが、
かたあしのすずめと共に、それを見守る
「わたし」の姿に共感を覚えずにはいられ
ません。（低・中学年から、1500円＋税）

低・中学年向け
『しらとりくんはてんこうせい』
（枡野浩一・文、目黒雅也・絵、あかね書房）
　転校生の物語は
たくさんあります
が、しらとり君は、
なかなかビミョー
にユニーク。ひょ
ろっとした色白
で、めがねをかけ、
「算数とシューク
リームがすきです」と自己紹介します。
隣の席になった「おれ」が放課後野球に
誘うと、一日目は「ピアノの先生がくる
から」、二日目は「妹のめんどうをみなく
ちゃいけないから」、次の日は「お母さん
がシュークリームを作る日だから」と断
るしらとり君。特別な事件が起こるわけ
ではないのですが、新しい出会いにまっ

しぐらの「おれ」の姿の向こうに、やはり
確かにユニークなしらとり君の姿が、浮
かび上がってきます。（低・中学年向き、
1300円）

高学年・中学生向け
『となりの火星人』
（工藤純子・作、講談社）
　6年生の水野かえ
で。成績はいいのだ
けれど、典型的「空気
の読めない」子。クラ
スの派手グループの
美咲たちが今教室に
いないゆみのことを、
人から借りたものを
なかなか返さないと言い合っているのを
耳にし、教室に戻ってきたゆみに「貸し
たものは返さないとみんな怒ってるよ」
と美咲たちの前で口にします。絶句する
美咲たち。かえでには、なにがいけなかっ
たのかわかりません。このかえでや美咲、
かえでの幼なじみで、今も小さい子のよ
うな心根の湊、なにかあるとすぐ切れて
乱暴を働く和樹、それぞれに自分との向
き合い方に揺れる子どもたちの姿が、リ
レー式に描かれていきます。人とどう接
していけばいいのか、もちろん正解など
ないわけですが、この物語の中で、どの
子も少しずつ自分との折り合いのつけ方
を発見していきます。とりわけ、まず気
の合うことのなさそうなかえでと美咲の
“接近”のプロセスは見事です。（高学年
以上向き、1400円＋税）

『こんぴら狗』
（今井恭子・作、いぬんこ・絵、くもん出版）
　江戸時代、伊勢や
四国金毘羅山への参
詣は庶民の夢。「代参」
という形があること
は知っていましたが、
飼い犬に託すケース
があったとは知りま
せんでした。この物
語では、江戸の商家の娘・弥生の病状が
はかばかしくなく、これを心配した近所
のご隠居が、犬のムツキを連れての金毘
羅参りを申し出ます。捨て犬だったムツ
キを立派に育ててきたのが弥生でした。
ところが、旅の途中でご隠居は病を得、
亡くなってしまいます。それでもムツキ
の旅は終わりません。こんぴら狗は首に
結わえた書付などでわかるので、ムツキ
を見かけた人たちは、次々に手を貸すの
です。ムツキがついに金毘羅参りを成し
遂げて江戸に戻るまで、どれだけの人た
ちと出会い、その人たちがこんぴら狗で
あるムツキに対してどんな思いをかけた
のか、そこが見事に描かれ、読者もムツ
キと共に旅をしている気持ちになりま
す。そして、この物語のおもしろさを確
かなものにしているのが、「主人公」であ
るムツキの描かれ方で、なるほど犬であ
ればこのように考えるだろう、こんなふ
うに行動するだろうというリアリティに
満ちています。児童文学の歴史ものの、
新たな可能性を感じさせてくれた作品で
した。（1500円＋税）

　お笑いコンビ「ランパンプス」の寺内ゆうきさんが3月
2日、ベルマーク財団を見学しました。小・中・高校の教
員免許と保育士資格を持ち、「教育芸人」を自称していま
す。1月からマークを集め始め、ラジオ番組「ランパン
プスのオールナイトニッポン0（ZERO）」でリスナーに
宣言しました。全国の運動参加者に向けて、「少しでも
多く集めて、送って、使うまでやってほしい。応援して
います」と話しました。
　寺内さんは、全国から届いたマークが集まる倉庫や、
整理袋に書かれたマーク点数を確認する検収作業を見学
しました。事務所を見渡し、職員が約30人と聞いて、「意
外とこじんまりしている」と感想を述べました。もっと
大きな組織だと考えていたそうです。
　この時期の財団は1年で最も忙しく、毎日300 ～ 400
校分のベルマークが届きます。その数に圧倒された様子
でした。学校名の読み合わせや、ベルマークが都道府県
別に振り分けられる作業に興味津々でした。
　検収を担当する業務部では、整理袋の中のマークを見

学。職員が取り出したマークの会社名や商品名はピタリ
と当てました。ホームページで勉強したそうです。
1月8日放送の「オールナイトニッポン」内で収集を宣言
しました。「何かを集めたい」と思い立った時に、頭に浮
かんだのが「身近だから参加しやすく、集めたら結果が
出る」ベルマークでした。出身小学校も中学校もベルマー
ク運動に参加していなかったのですが、何となく幼い頃
から知っていたそうです。集め始めてから、身近に多く
あることを改めて認識したといいます。
　「10万点集めて、自分のためにトロンボーンを購入」
が目標でしたが、1人で集めると、1日2点ペースで137
年かかることが分かりました。これは無理だと知り、財
団のホームページを見ることにしました。
　参加資格は学校や幼稚園のPTA、大学・公民館等に限
られていることや、個人預金にならないことを初めて知
りました。集めたマークはどこかの学校に寄付しようと
考えを改めました。
　ベルマークで購入した商品の本体価格の10％が支援

に回る仕組みや、使われていない預金残団が約17億円
もあることを、今回の財団見学で知りました。
　「もっと活躍して、お茶の間の人に知ってもらえる存
在になって、僕が呼びかけて17億円の預金を全部使っ
てもらえるような働きかけをしたい」と力強い味方が出
来ました。
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　絵本から中学生向きまでのさまざまな本を紹介してきたこのコーナー、ネット化に伴い、パターン
が少し変わります。
　掲載はこれまでの年4回から、隔月の6回になります。その分、1回ごとの紹介する本の冊数は減り
ますが、やはりある程度の数は確保したいので、1冊当りのコメントはやや短めになるかと思います。
また、これまでは毎回冒頭で、時々の子どもの本に関わるトピックスを取り上げていましたが、今回
からは毎回ではなく紹介したい話題がある時に、というふうにしていきます。いずれにしても、この
欄を通じて、子どもの本のバリエーションの豊かさを、少しでもお伝えできればと願っています。

児童文学評論家・藤田のぼる

財団見学

「教育芸人」ランパンプスの寺内さん
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